
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

フ
ァ
イ
（
キ
ー
ラ
テ
ィ
ヴ
ィ
タ
ヤ

ー
ユ
ッ
ト
・
ル
デ
ィ
ー
ラ
ッ
ト
）

タ
イ
／
プ
ー
ケ
ッ
ト

②女池と男池

　大きい池が女池、

小さな池が男池。天

然の池で、農業用に

造られたものではあ

りません。女池は最

深部で物干竿が入る

ほど深く、男池の堤

にある赤芽柳の大樹（樹齢約５００年）は市指定の天

然記念物です。遣唐使が持ち帰ったものの２代目と

も、神通寺のお坊さんが京から持ち帰ったものとも

言われています。池の伝説にある龍神とはこんな姿

では……縦横無尽に宙を這う姿に想像が膨らみます。

③高板山登山口

　この地には平家伝説が残っています。高板山は安

徳帝の陵墓と伝えられ、山頂部には帝が葬られたと

いう石畳があります。平安末期、国司・藤原有佐が

この村を往来したという記録があり、土佐国のさま

ざまな産物を運ぶ馬や人の列が、この村を通過した

のでしょう。山ツツジの見事な群生が見られます。

④よさこい節の道

　安政２年（１８５５）、純信とお馬は、韮生往還を

通って脱藩し讃岐で捕えられました。久保番所も笹

番所も通過していないことから、高板山から讃岐へ

抜けた確率が高い。この山道が愛の逃避行に使われ

たとすると、手に手を取った２人の姿が見えるよう

で感慨深いものがあります。（岡村委員）

こ
こ
で
は
先
生
や
友
人
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
こ
こ
の
暮
ら
し
も
気
に
入
っ

て
い
ま
す
。
日
本
食
は
お
い
し

い
で
す
し
、
香
美
市
の
皆
さ
ん

は
親
切
に
接
し
て
く
れ
ま
す
。

わ
た
し
は
日
本
の
伝
統
的
な
芸

術
文
化
が
好
き
で
す
。
そ
し
て

思
い
や
り
と
正
直
を
徳
と
す
る

社
会
文
化
は
、
穏
や
か
な
暮
ら

し
の
環
境
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
か
ら
皆
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
て
く
だ

さ
い
。

「
広
い
世
界
を
探
検
し
、
新
し

い
経
験
に
臨
む
勇
気
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。
人
生
は
あ
た
か
も
、

難
問
を
解
決
し
な
が
ら
、
そ
の

失
敗
や
成
功
か
ら
学
び
続
け
る

旅
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
で
も

ね
、
つ
ら
い
よ
う
に
思
え
る
経

験
の
ほ
と
ん
ど
は
、
楽
し
も
う

と
す
る
こ
と
で
前
向
き
に
な
れ

る
は
ず
」

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。

　

私
の
名
前
は
フ
ァ
イ
で
す
。

今
、
高
知
工
科
大
学
博
士
後
期

課
程
２
年
生
で
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ス

キ
ャ
ナ
ー
、
脳
と
脳
機
能
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
タ
イ
の
プ

ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
タ
イ
の
南
の

方
に
あ
る
美
し
い
島
で
す
。
位

置
的
に
は
日
本
で
い
え
ば
沖
縄

と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
沖

縄
と
同
じ
よ
う
に
、
白
い
砂
、

海
風
、
お
い
し
い
海
鮮
料
理
、

そ
し
て
青
く
透
き
通
っ
た
海
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
プ

ー
ケ
ッ
ト
に
行
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
お
勧
め
し
ま
す
。

　

私
は
日
本
で
勉
強
を
始
め
て

１
年
半
に
な
り
ま
す
。
正
直
な

と
こ
ろ
、
外
国
で
の
暮
ら
し
は

心
細
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

も
引
き
こ
も
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
◆
香
美
市
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会

　

香
美
市
合
併
10
周
年
記
念
ゴ

ル
フ
大
会
と
し
て
、
第
７
回
香

美
市
長
杯
を
開
催
し
ま
す
。
香

美
市
在
住
以
外
の
方
も
参
加
で

き
ま
す
。
各
賞
あ
り
。

【
日
時
】

11
月
11
日
（
金
）
７
時
30
分
～

【
場
所
】

土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

【
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
】
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
し
ま
す
。

池
ポ
チ
ャ
・
Ｏ
Ｂ
各
200
円
（
上

限
１
０
０
０
円
）

【
参
加
費
】

◆
コ
ン
ペ
参
加
費
３
０
０
０
円

◆
プ
レ
ー
代

　

キ
ャ
デ
ィ
付…

９
２
０
０
円

　

セ
ル
フ…

７
２
０
０
円

※

昼
食
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
込
み

【
申
込
方
法
】
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

【
申
込
締
切
】
定
員
の
50
組
に

な
っ
た
時
点
で
締
め
切
り
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

☎
52
・
３
１
６
１

　

52
・
３
１
６
２

◆
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
で
は
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し

ま
す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
日
用

品
や
本
、
洋
服
、
遊
ば
な
く
な

っ
た
お
も
ち
ゃ
な
ど
。
ぜ
ひ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
16
日
（
日
）

10
時
～
15
時　

※

小
雨
決
行

【
場
所
】
県
立
甫
喜
ヶ
峰
森
林

公
園
（
土
佐
山
田
町
平
山
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
甫
喜
ヶ
峰

森
林
公
園
管
理
事
務
所

☎
57
・
９
０
０
７

◆
お
さ
な
ご
発
見
Ｕ
６
ひ
ろ
ば

　

家
事
家
計
講
習
会

　

お
さ
な
ご
発
見
Ｕ
６
ひ
ろ
ば

は
、
６
歳
以
下
の
子
ど
も
の
育

児
に
関
わ
る
皆
さ
ん
が
対
象
の

子
育
て
講
習
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

①
家
計
簿
講
座　

～
幼
児
２
人

　

の
30
代
の
家
計
～

②
手
作
り
お
や
つ
と
ピ
カ
ピ
カ

　

掃
除
講
座

③
元
気
で
長
生
き
は
食
事
か
ら

④
年
金
生
活
の
家
計
講
座

【
日
時
・
場
所
】

◆
10
月
25
日
（
火
）

10
時
～
11
時
30
分

　

ち
よ
り
街
テ
ラ
ス
（
高
知
市

　

知
寄
町
２
丁
目
１
番
60
号
）

◆
11
月
１
日
（
火
）

　

10
時
～
11
時
30
分

　

自
由
民
権
記
念
館
（
高
知
市

　

桟
橋
通
４
丁
目
14
番
３
号
）

【
参
加
費
】
300
円

※

託
児
あ
り
（
軽
食
・
保
険
代
と
し

て
別
途
200
円
必
要
で
す
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

高
知
友
の
会

☎
０
８
８
・
８
７
３
・
３
２
６
６

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
じ
）

◆
高
知
家
の
も
の
づ
く
り
を

　

徹
底
応
援
！

　

も
の
づ
く
り
地
産
地
消
・
外

商
セ
ン
タ
ー
で
は
、
あ
な
た
の

『
も
の
づ
く
り
』
を
応
援
し
ま

す
。
食
品
の
加
工
・
機
械
金
属

製
品
・
防
災
製
品
な
ど
あ
ら
ゆ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ア
イ
デ
ア
段

階
か
ら
事
業
拡
大
ま
で
、
相
談

者
ご
と
の
専
任
担
当
者
や
全
国

レ
ベ
ル
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
一

貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
公
財
）
高
知
県
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
内　

も
の
づ
く
り
地
産

地
消
・
外
商
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
・
８
４
５
・
７
１
１
０

　

h
t
t
p

:/
/
w

w
w

.jo
h

o
-

k
o
c
h
i.o

r.jp
/m

o
n
o
/

掲　

示　

板

　　
(山田高校マンガ部)

FAX

　物部町神池は、高板山の麓の村。「こんな山上に

広い村があるとは…いい所だなぁ」そんな思いがす

る場所です。韮生往還や高板山越えの宿場、久保や

笹越えの道が通り、かつては交通の要衝として栄え

たであろう神池の、価値ある見所をご紹介。

①神通寺と大日堂

　神通寺は、平安時代末期には廃寺になっていたと

いいます。天正１８年（１５４９）頃、楠目城が落城

し、城主の山田元義が窪越後守貞弘を頼ってこの地

に落ちて来ました。そして弘治３年（１５５７）頃、

攻めてきた長宗我部国親との決戦の末、和睦して神

通寺の七堂伽藍を取り壊しました。現在の大日堂は、

四国第２８番札所『大日寺』奥の院であり、神通寺

の本堂を再建したものです。大寺を建立するほどの

力を持ったオーナ

ーとは？と想像が

かき立てられます。

境 内 に あ る 大 杉

（ 樹 齢 約 ８００

年）は、平安末期

に植栽された県指

定天然記念物。

中世の風に吹かれて

　  神池の歴史探訪
吹かかれれれてててて

体験レポート

▲男池の大柳

た
だ
い
ま

No.１１３

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

くぼえちごのかみさだひろ

ふじわらありすけしちどうがらん

こうのいたやま

ＨＰ

●
大日寺大日寺

物部町神池物部町神池 女池女池

男池男池

至 

平
井 

経
由 

大
栃

至 大栃

物部町楮佐古物部町楮佐古

　

２６Kami ２６Kami２７ Kami
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